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研究成果の概要：従来の博物館、科学館等における様々な科学コミュニケーション・シーンに

おいての「物語る」ことの役割を分析し、科学ナラトロジー（物語り学）について考察した。

主な成果として、国立天文台構内に三鷹市「星と森と絵本の家」を平成 21 年 7月開館予定。絵

本の家での有効なナラティブの活用として「星の語り部」の活動を提案した。また、市民に科

学を物語る場として、平成 20 年 11 月より三鷹駅前に「星と風のサロン」を開設し定点観察を

継続している。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００７年度 2,000,000 600,000 2,600,000 

２００８年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 

 

研究分野：科学教育 

科研費の分科・細目：博物館学 

キーワード：ナラトロジー、サイエンス・コミュニケーション、科学技術理解増進、絵本科学

館、サイエンス・ショー、サイエンス・カフェ、天文学、博物館学 
 
１．研究開始当初の背景 

自然科学研究機構国立天文台は、その本部
所在地自治体である三鷹市と共同で、天文台
構内に残された大正 4年築の旧一号官舎（天
文台職員用に建築された束柱建て構造の建
物、当時の状況を残す数少ない建物として文
化的価値が高い）を拠点に、（仮称）三鷹絵
本科学館構想を進めていた。（仮称）三鷹絵
本科学館は、日本で初めてと言える自然、科
学、天文・宇宙に特化した絵本館で、市民と
地方自治体と大学共同利用機関法人の３者
が共同で運営する、子どもたち（子育て支援

を含む）と科学に関するまったく新しいタイ
プの博物館相当施設を目指した。具体的には、
従来の絵本資料館でも、絵本美術館でも、図
書館でも、科学館でもない、絵本に関するワ
ークショップを中心とした体験型子ども博
物館を目指すこととした。このため、具体的
なコンテンツや活動を検討することが急務
であった。 
 



２．研究の目的 
自然・科学・研究に対する関心の喚起や科

学知の伝達における「わかりやすさ」「親し
みやすさ」といった従来の科学コミュニケー
ション手法にくわえて、受け手と送り手の間
において「血の通ったコミュニケーション関
係」を成立させることを重視し、臨床現場や
ケアの世界で行われている、専門家と非専門
家の間を結ぶＮＢＭ（ナラティブ・ベース
ト・エメディスン）やナラティブ・ケアに注
目し、従来の博物館や科学館における様々の
具体的な科学コミュニケーション・シーンに
おいての「物語る」こと（ナラティブ行為）
の果たす役割と教育効果を実証的かつ横断
的に解析し、科学のナラトロジー（物語り学）
の体系化を試みる。 

その成果に基づき、（仮称）三鷹絵本科学
館における有効なナラティブの活用を提言
するとともに具体的なナラティブ・コンテン
ツを開発し評価することを目的とする。 
 
３．研究の方法 

本研究では、視点を来館者として訪れる児
童・生徒及びその親に移し、科学館・博物館
において展示、ワークショップ、サイエン
ス・ショーなどを担当している職員（学芸員
やインタープリタのみならず出前や講師、ボ
ランティアとして参加する研究者・科学者も
含む）の語り（ナラティブ）が、どのような
影響を与えているかを、(1)サイエンス・シ
ョー、(2)博物館・美術館の展示・ワークシ
ョップ、(3)映像・放送（教育番組を中心に）、
(4)サイエンス・カフェ、(5)その他の 5カテ
ゴリーに関して、ビデオ解析、音声解析、面
接法、アンケート調査等々によって分析する
ことによって、①ナラティブは具体的にどの
ような効果を生むか（事例研究）、 ②ナラ
ティブがある場合と無い場合での科学コミ
ュニケーションの成果、達成度に関する比較、
③博物館におけるナラティブの簡易的測定
方法の検討、 ④博物館や科学館での有効な
ナラティブの導入方法についての具体的な
提案、 ⑤科学コミュニケータのスキルとし
てのナラティブ 等を実証的、横断的にまと
めることを目指した。その結果に基づき（仮
称）三鷹絵本科学館のコンテンツや活動内容
に反映させ、コンテンツの評価を試みた。 
なお、研究過程において、（仮称）三鷹絵本

科学館は、正式名称が三鷹市「星と森と絵本

の家」と確定したので、本報告書では、以下

「星と森と絵本の家」と記す。三鷹市が国立

天文台と「相互協力に関する協定」を新たに

締結し、国立天文台の敷地を無償貸付、建物

を無償譲渡している。 

 

 

設置場所： 

三鷹市大沢二丁目 1007 番 住居表示：大沢

2-21-3（国立天文台内） 

敷地面積 約 2,400 平方メートル 

建築面積 約 350 平方メートル  （宿舎棟

180 平方メートル、管理棟 170 平方メートル） 

 
本研究代表者は、星と森と絵本の家運営検

討 WG の国立天文台側代表として、建物の設
計、施設運営の協議等を担当した。 
本研究のメインは、この星と森と絵本の家

のコンテンツ面・ソフトウェア面におけるナ
ラティブ行為の導入・活用の検討であるが、
その前提として、ナラティブ行為の果たす役
割と教育効果を実証的かつ横断的に検証す
るために以下のことも行った。 (a)「科学
の鉄人 2008」、「科学の鉄人 2009」を（独）
国立青少年教育振興機構子どもゆめ基金の
協力を得て実施し、サイエンス・ショーのナ
ラティブ効果を考察した。 (b) 「アストロ
ノミー・パブ」、「星と風のサロン」を三鷹
市の協力の下で実施し、サイエンス・カフェ
のナラティブ効果を考察した。 (c)「君も
ガリレオ」プロジェクトを考案し、世界天文
年国際本部の協力の下、世界各国で望遠鏡工
作と天体観察におけるナラティブ効果を検
証した。 (d)文部科学省科学技術・学術政
策局基盤政策課の協力の下、科学技術週間に
配布用として「一家に 1枚宇宙図 2007」、「一
家に 1枚天体望遠鏡 400 年」を制作し、ポス
ターという媒体によるナラティブ・コンテン
ツの有効性を検討した。 
 
４．研究成果 
(1)星と森と絵本の家におけるナラティブ 
科学の語り部が介在する「みたか・星と森

と絵本の家」事業を推進するため、行政、市
民、国立天文台が協力し、「みたか・子ども
と絵本プロジェクト」を遂行し、絵本の家の
運用計画における有効なナラティブの活用
を提言した。プロジェクトでは、「不思議な
ことにいっぱい出会おう 科学する心がウ
ズウズするところに」をコンセプトに次のよ
うな活動コンセプトを作成した。 
--------------------------------------- 

①たくさんの不思議 

 国立天文台は、天文学者が本物の研究をし

ているところであり、構内の自然の森には、

多くの生き物が棲んでいる。また、敷地の下

には、遺跡をはじめ、時間の記憶が眠ってい

る。このため、天文台の中に入ると、普段と

違う感覚が刺激される。自然の不思議・自然

の危険・自然から発見されたことに直接触れ

ることができる。 

②第１号官舎は大正昭和の暮らしの場 

 かつて人々は、自然の摂理を利用して、暮



(2) ポスターにおけるナラティブの可能性 らしの中に活かしていた。暮らしの知恵には、

自然の原理がいっぱい詰まっている。 「一家に 1枚宇宙図 2007」の英語版ポスタ
ー、解説本、参考 Web サイトを構築し、研究
者の語りを図案化したものを日本と海外で
評価を行った。また、宇宙図に関して語るサ
イエンス・カフェを実施し、そのナラトロジ
ーの効果について検討した。また、「一家に
1 枚天体望遠鏡 400 年」の日本語版ポスター
を制作した。 

 大正期に建てられた第１号官舎を復元し、

昔の暮らしを再現する。大人も子どもも、昔

の暮らしの知恵を発見する体験の場になる。 

③天文台の敷地に絵本の家があること 

 研究という非日常と暮らしの中間に、絵本

が介在する。絵本をなかだちに、自然と出会

い、物語に出会う。子どもたちは、天文台の

豊かな自然環境の中で The Sense of Wonder 

を育む。絵本の家は 暮らしの中で不思議と

出会い、絵本と出会うところになる。 

http://www.nao.ac.jp/study/uchuzu/index
.html  
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/21/
03/1256605.htm  
 --------------------------------------- 
(3)サイエンス・ショーでのナラティブ  このような科学のおもしろさと出会う場

所にするためには、専門家集団と市民ガイド

による科学コミュニケーションが必要で、従

来の展示を中心としたコンテンツではなく、

三鷹の自然、天文台の科学、三鷹市民の生活

が結びついたガイドツアーと参加型ワーク

ショップを中心とした企画が中心となる。こ

のため、天文学に限らず、植物・生き物・歴

史・生活などを含めてのナラティブの可能性

や必要性をしっかり吟味しておくことが重

要である。 

主に子ども向けに科学を物語る場として、
「科学の鉄人 2008」、「科学の鉄人 2009」
のサイエンス・ショーを 2年間実施し、その
評価を試みた。具体的には科学技術館にて、
2008 年 2 月 14,15 日、2009 年 2 月 14,15 日
に実施され、参加者（大人 40 名、子ども 40
名）のアンケート調査結果の解析と、ビデオ
記録映像の解析（富山大学林衛研究室との共
同研究）を進めている。この成果は、平成 21
年度に実施されるサイエンス・アゴラ等で活
用される予定である。 

このような考えに基づき、星と森と絵本の

家においては、幼児・児童・生徒そして保護

者に対して、科学研究や自然、生活の物語（ナ

ラティブ）が絵本と人を仲介として伝えられ

るよう、①星プロジェクト、②家プロジェク

ト、③暮らしプロジェクト、④絵本プロジェ

クトの 4つの活動を柱とした。星と森と絵本

の家は平成 21 年 7 月 7 日開館予定で準備を

進めており、年間通じて、天文学者や市民が

参加する各プロジェクトの活動を実施予定。

特に以下に述べるよう本研究によって、科学

コミュニケーション・シーンにおいてのナラ

ティブ行為の有効性が子どもに対しても、子

育て世代の大人に対しても確認されたので、

ナラティブを中心とした活動をメインに進

めることとした。 

http://www.sci-fest.org/2008/index.html  
http://www.sci-fest.org/about.html  
 
(4)サイエンス・カフェでのナラティブ 
科学を市民に物語る場として、「アストロ

ノミー・パブ」を三鷹駅前の三鷹ネットワー
ク大学にて毎月第 3土曜日に実施し、その評
価を行った。また、科学を市民に語る場とし
て、新に「星と風のサロン」を 11 月より毎
週実施し、その評価を行った。その結果、双
方向コミュニケーションの場において、市民
はサイエンスの結果そのものよりもリサー
チの過程やリサーチャーそのものに強く関
心を抱いていることが分かった。「サイエン
ス・コミュニケーション（＝科学技術の成果
に関する対話）」より、「リサーチ・コミュニ
ケーション（＝科学の過程や科学する人に関
する対話）」の広がりが、科学技術に対する
国民の意識向上において大切ではないかと
推察される。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、市民との対話を契機に、自発的に市
民同士がコミュニティーを形成していく過
程が観察された。孤立しがちな市民生活の中
で、科学に関する「つながり」を、心の拠り
所とできる市民層の存在を確認することが
できた。 
http://www.mitaka-univ.org/users/aspub-
top.html  
http://www.nao.ac.jp/info/hoshicafe/sal
on.html   
  図１ 星と森と絵本の家完成予想図 

http://www.nao.ac.jp/study/uchuzu/index.html
http://www.nao.ac.jp/study/uchuzu/index.html
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/21/03/1256605.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/21/03/1256605.htm
http://www.sci-fest.org/2008/index.html
http://www.sci-fest.org/about.html
http://www.mitaka-univ.org/users/aspub-top.html
http://www.mitaka-univ.org/users/aspub-top.html
http://www.nao.ac.jp/info/hoshicafe/salon.html
http://www.nao.ac.jp/info/hoshicafe/salon.html


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図２ アストロノミー・パブの満足度 
 
 
(5)天体望遠鏡の工作と観察指導におけるナ

ラティブの効果 
世界天文年 2009 事業と連動して、科学の

語り部活動の一つに「君もガリレオ」プロジ
ェクトを提案し、その実施を国際的に行える
よう国内外の関係者と協議・検討を行った。
2009 年に各国で実践をし、その効果について
まとめる予定である。  
http://www-irc.mtk.nao.ac.jp/~webadm/Ga
lileo/  
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〔その他〕 
平成 20 年 4月 15 日、文部科学大臣表彰、科
学技術賞（理解増進部門）受賞（普及啓発活
動に対して） 
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